
纏
濟
的
行
儀

寸
」道
徳
的
.往
.尉

ご
の
關
係

(九
)

田

島

「

幽
.
錦

治
.

…
第
十
二
節

勢
力
の
輕
濟
的
及
ひ
道
徳
的
性
質

　　
　

重

旦
・
て
饗

酎
灘

薪

ぼ

　

て
射
.　

的
　

　

自
　

て

童

に
論
述
、
他
。
生
糞

詰

ち
響

及
ひ
墓

続

て
は
秀

ぞ

論
・
岳

・
慕

・
て
止
み
芳

芒

論

一
理
上
に
於
て
は
同

題

下
に
勢
・
及
・
某

・
華

　

正
讐

・
す
・
・
砦

も
議
濃

莚

長
薯

に
亘
る
.

難

鱗
錘

腰
鷺

樋翰
難

繍
雛

誕

一
第
二

劣

㌦

そ
人
か
財
貨
の
生
産
に
向
て
施
こ
す
質

韓

的
澄

肉
欝

覇

・
勢
.
議

オ

…
抑
も
人
か
劣

を
.施
す
質

は
有
形
及
ひ
無
形
財
薯

獲

ん
か
理

り
而
↓
て
其
獲
・
暫

財
貨
は
以
て
蕎

人
.

髪

ひ
審

歓
義

足
せ
・
む
る
爲
に
窶

せ
暑

へ.し
然
・
は
則
ち
笄

錫

愛

ひ
藁

は
纒
欝

に
し
て

且
道
徳
的
な
り
と
謂
ふ
へ
し
肚
會
琵

の
皮
膚
・
低
養

舞

易
・
途
委

開
け
…

存

τ
昊

は
唯
美

「

.

皇

家

。
霧

箋

・
痩

謂
ゆ
・
純
然
・
・
自
給
星

雲

・・　

蒋

・
℃
「葺

亘

を
籍
し
な

此
場
A
。
に

輪

読

撰

的
行
爲
ミ
藩

的
行
響

の
關
係
(九
)

契

貴

第
二
號

三

二

六
七

!



…。柵

。

欝

的
行
。
こ
妻

的
・
・
守、の
蟹

・
・
.

馨

璽

號

三

二

'八
入

蝦
藻

鐘

終

講
敗雛

護

難

馨

恥敵紮

麹

　
欝

欝

戴～霧
議
　
　　
　
　
綴
瑚

騨
鞍
麟
綴
灘

蒙

擁

贈
鍾

聾
擁

し
て
瞥
利
的
商
・.生
な
愛

・
は
灘

　

道
徳
的
行
爲

撫

　繕

獺
　囎灘
騰

　　
蠣
　
蝦

「
.

■,



む

む

ふ

農
努

制
建

具
こ
な
り
莚

的
國
土
及
ひ
専
制
君
主
国
に
行
は
れ
た
・
欝

姦

謀

葬

は
曲
芸

な
り
而

毛

て
第
夫

世
紀
の
末
よ
り
起
れ
・
肇

蕃

の
以
前
に
於
て
籍

の
域
髭

愉
し
馨

げ
謬

愈
一α
聾

昌ε

り

む

む

　

む

む

ほ

茜

な
り
砦

は

一
括
し
て
勢
力
塗

制
度
と
稠
す
へ
き
蒼

し
て
著

て
答

進
歩
の
道
程
階
段
を
成
し
聴

　

世

の
要
求
に
轡

塁

の
藩

・
從
ひ
て
必
髪

は
通
塞

制
度
愚

考
せ
え

だ
る
紅

無
き
に
非
す
錘

遂

τ

は
麓

叢

り
朽
警

な
・
・
薯

・
り
・
す
。

此
等
暴

力
欝

制
磨

代
り
て
興
鬼

暑

齢

ち
ザ
が
評

寵
。度
な
り
北
新
制
度
擁

國
グ
ネ
イ
(9
　…

.、僧・、y

誓
の
自
然
法
則
嚢

q
、・喜

　

ユ
・
。。透

豊

に
よ
っ
て
先
つ
喝
破
せ
ら
れ
英
国
?

ダ
ム
・
ス
ミ
ス
及

「
ひ
其
後
磐

・
由
り
・
高
調
せ
ら
れ
而
・
て
此
蕩

學
説
挽

國
大
器

及
ひ
之
・
"前
後
せ
巌

洲
肇

蕃

に

春

虜

の
篭

運
動
晶

互
に
因
縁
し
結
合
し
て
勢
力
自
由
制
度
は
確
立
し
普
及
す
・
姦

し
た
り
是
に
於
て
か

,
奴
隷
及
ひ
農
奴
は
漸
く
解
放
せ
ら
れ
経
済
上
に
於
け
.る
政
府

の
差
別
的
干
渉
及

ひ
同
業
肚

の
不
合
理
な
る
拘
制
は

漸
く
其
跡
を
紹
ち
た

り

む

　

む

む

ロ

夫
暴

力
の
自
害

は
何
ぞ
や
日
忍

人
か
其
畠

意
思
に
從
ひ
其
執
ら
ん
享

蛮

力
の
種
類
を
選
定
し
共

勢
力
を
行
ふ
場
所
を
選
定
し
他
人
に
向
て
勢
力
を
提
供
す

る
契
約
を
寫
し
又
借
他
人
ご
協
同
↓
て
勢
力

の
遂
行
及

.

ひ
蓋

果
の
獲
筆

受
に
關
す
る
利
便
を
成
奇

-
大
に
す
・
を
得
し
む
る
制
磐

謂
.ふ
散
歩

力
の
畠

の
内
.

.

容
嬬

捲

議

寅

業
の
畠

溜

警

畠

劇

約
言

島

育
諭
番

結
肚
・
畠

響

な
る
芳

σ
職
業

の
自
由

ご
は
各
人
か
其
好
む
所

の
職
業
を
邊
み

て
之
に
就
く
を
得
る
こ
ご
に
し
て
古
代
世
襲
的
職
制

の

.

行
。
巽

・
時
代

に
於
て
は
璽

り
委

認

め
ら
れ
濡

し
て
現
代

の
畜

談

に
於

て
は
鶴

上
は
原
則
芭

論

説

・舞

的
行
啓

議

随
行
爲
あ

蟹

九
)

突

賛

第
二
號

二
三
二

.六
九

1

¶

「

.

■



諦

観

.醤

醜
行
爲
、、滋

・
行
爲
ε
の
蟹

を

簗

塗

第
二
號

二
四
)
.
「
七
。

一
て

雇

に
認

め
ら
れ
唯
金

上
或
藷

の
繋

例

・
嬉

護
毒

師
講

師
等
観

て
は
其
借
方
幕

の
讃
嬰

　譲

蕩
鶏
眼縫

麟
難

按

舞
羅
雛鰐

蝶

難

。
如
。
。
於
。
貴
蔭

級
q
、.
『。.)
か
上
誓

轟

・
武
官
外
交
學

相
・
接

・
璽
攣

る
を
異

義

呼
斯

。
如
。
接

。
道
董

人
類
奪

・
奈

則
・
尊

・
み
・
芋

欝

上
通
蓼

鍵

に
.磐

質

に
非
棄

し

「て
熱
り
鍵

の
軍
国
嚢

の
暴
笈

・
其
…

あ

専
恣
矯

警

世
奨

戦
製

謹

し
寛
に
砦

に
轟

な
る
鍵

。
し
て
聯
禽

正
義
の
師
の
前
篇

伏
・
甚

欝

物
募

鐙

・
巖

せ
・
む
る
姦

し
た
り
撚
り

酒

緩

湖
魑

罎

異

碧

諸

豪
階
級
・
重
要
企
藷

虐

倉

荷
ほ
黍

の
欝

題
歯

す

霧

勢

畠

ご
は
人
か
國
寄

れ
の
磨

も
移
麦

・
罪

何
れ
・
庭
・
毒

す
る
を
得
る
こ
諾

し
て
封

酵

代
畿

圭
豫

行
・
る
、
難

等
に
於
・
髭

畠

・
認
ぎ

れ
　

・
か
課

の
交
明
蔑

に
於
て
は
原

画糞
鷺
蕪

嚢

糖鞭
耀錺
羅

驚
纏

錺
鴇
轄
赫螺髪

一
一
帝
。に
擢

兄
異

る
道
徳
芸

大
善
を
塗

す
・
質

・
あ
ら
さ
る
・
み
馨

麦

世
界
共
通
た
る
鍔

去

大

㎜

利

を

進

む

る
所

以

に

非

さ

る

な

り

。

ラ

マ

む

む

む

　

喚

約
の
畠

巖

人
々
か
其
畠

意
思
に
本
つ
き
相
互
養

買
交
響

借
雇
纏

の
約
束
を
爲
す
こ
薩

し

.

。
其
劣

。
畠

。
。
方
暫

關
・
て
・
婁

者
舞

働
蒼

旛

垂

釣
姦

裏
手

同
蓋

の
勢
威
を
振
ひ

…
π
る
嚢

に
於
て
纂

圭
ご
徒
輩

は
職
工
あ

間
の
約
束
蹟

例
に
由
り
而
豊

ハ慣
例
は
同
経

を
組
織
す
る

.

・



」業
主

の
取
極
め
叉
は
政
府
の
允
許
指
定
に
依
る
も

の
な
り
し
が
故

に
決

し
て
対
等
的
に
非

才
叉
個
人

の
自
由
意
思

忙

本
2

も
の
に
非
冒

し
な
り
而
・
に
畿

革
命
簾

於
て
各
國
か
採
用
し
た
る
佛
國
民
法
鎗

約
自
由

の
法

　

葎

は
我
国
維
新
饗

も
亦
回
し
療

用
言

れ
て
道
徳
走

於
て
は
國
昏

霧

立
の
情
愛

蛮

し
纒
濟
走

一
於
て
は
勢
働
能
率
及
ひ
労
働
者
給
料
を
増
大
し
土
座
の
新
規
改
頁
を
促
進

し
な
り
ε
錐
亦
其
弊
な
き
を
得
す
蓋
し

其
初
に
於
て
は
謂
・
・
契
約
の
畠

魯

郵

算

の
契
約
・
畠

・
・
か
整

募

あ
り
鍔

誉

る
企
薯

.

は
無
資
力
に
し
て
且
愚
直
な

る
勢
働
者
を
籠
絡
し
て
彼

等
を
し
て
知
ら
す
知
ら
す
自
己
に
向

て
不
利
な
る
契
約
を

.

締
結
履
行
せ
し
め
た
り
撚
り
而
し
て
幌
近
勢
働
者
間
に
於
け
る
敏
育
程
度

の
上
進

は
漸

く
彼

等
を
し
て
自
己

の
不

邪
署

磯

を
見

せ
し
め
且
此
地
位
を
改
【畢

へ
き
窪

集

出
せ
し
.む
・
を

致
し
な

彼
等
は
謂
へ
ら
く

個
人
的
畠

契
約
は
畠

の
名
あ
り
て
畠

の
實
を

却
て
彼
著

し
て
各
自
の
手
.足
結

束
し
て
食
蒙

る
企

業
携

羅

権

勢

・
む
・
も
の
な
り
誓

如
き
事
欝

奴
隷
の
舞

を
撃

・
の
方
法
繍

人
的
契
約
を
舎

て

＼
合
衆

的
勢
働
協
約

(。
。
=①
。ユ
く
。

匿
お
巴
巳
・σq
)
.を
取

る
属
在

り
ビ
而

し
て
此

方
法
を
取

る
に
先

π
ち

て
必
要

.

な

る
は
即

ち
吉

論
集
會
結
吐

の
自

由
是

な
り

う

む
　
　
つ
　

り

讐

.論
番

結
肚
の
岳

は
百
会

難

す
・
加
養

憲
法
(第
二
+
九
條
)の
馨

・
所
に
し
て
艶

讃

諸

.

國
其

通
の
謬

畢

差
・
言
論
に
由
り
て
意
思
を
通
し
集
會
に
由
り
て
交
碧

全
ふ
し
結
肚
に
由
り
て
共
同
の

利
益
を
進
む
る
は
吾
人
の
道
徳
的
行
籍

し
て
且
同
鷺

経
済
的
行
祭

る
こ
ご
多
き
は
固
よ
り
疑
馨

れ
す
而

　
し
て
此
三
者

の
中
に
就
て
結
就

の
自
由
は
勢
力

の
自
由

に
關
し
て
最
も
重
要
な
り

抑
も
結

肚

の
禁
制

(6
。
ヨ
び
剛・ρ
§

】　

弐

。
巴
言

　

。・げ
。
こ

は
古
楽
東

西
其
婆
.

更

し
我
邦
徳
川
氏

か
寛

文

論

説
.

舞

的
行
爲
・、
議

的
行
讐

の
麗

冗

)

第
八
巻

、
(錦
二
號

二
五
》

「
圭

,

9
.

■・



論

説

舞

的
行
爲
ε
藝

的
行
爲

ミ
の
關
係

九̂

)
.

第
八
巻

(第

二
號

二
⊥c

一
七
二

三

年

(窟

二
八⊥
三

藷

穿

我
徳
川
家
綱
の
壁

暴

布
・
奮

武
籍

薙

に

「
企
二
新
儀
↓
.結
二徒
饗

成

・誓
約
・毒

、
制
禦
毒

』
墓

勇

み
脅

す
正
徳
元
年

〔画
塾

七

=

年
に
當
り
徳
豪

富
の
壁

の

五

需

札
に

『
諸
職
人
イ
ヒ
合
・
、
作
料
、
手
間
賃
等
高
直

貢

へ
・
三

、
諸
商
霧

或

二

暫

羅

シ
メ

ウ
ソ
。
要

・
ヒ
合

字
7
、
高
直

・
・
…

荒

事
」
及
び

「
纂

一;

三

蕎

ヲ
ナ

シ
・
獲

ヲ
結

フ

へ

。
,.
工

事
」
規

定
を
馨

あ
り
古
代
羅

馬
に
於
て
も
勢
力
誉

結
肚
は
禁
制
せ
荒

近
世
の
欧
洲
諸
國
に

於
て
も
愛

し
商

標
の
葎

書

・
な

し
か
英
国
に
於
て
は
千
八
百
二
+
西
倉

至
鼻

響

か
同
鷺

業

.

を
爲
す
。
あ

合
装

.。
・
藷

ほ
認
め
ら
れ
千
番

七
±

年
に
.至
り
て
・藏

的
蕩

組
合

(§

..・'…
ぎ

}

の
合
法
な
る
こ
ご
認
め
ら
れ
た
り
佛
國
に
於
て
は
同
盟
罷
業
椹
は
千
八
百
六
十
四
年
五
月
二
十
五
日
の
法
律
に
依

て
認
め
ら
れ
嵩

組
合
の
合
法
な
る
こ
薦

千
八
百
八
+
四
年
三
月
二
+

百

の
葎

接

て
認
め
ら
れ
芳

米

国
に
於
て
は
来
春

て
同
罷

業
の
禁
令
あ
り
た
・
こ
墓

聞
か
す
之
婁

す
・
窺

時
嚴

米
諸
国
墾

働
者

一
は
企
薯

高

等
な
る
謹

の
権
利
を
完
全
筆

有
し
而
し
て
彼
舞

組
撃

・
所
釜

固
な
,る
勢
働
馨

は
雇

「主
組
合
團
髄

に
謝
し
て
合
衆
協
約
を
寫
し

つ
つ
あ
る
な
り

.

一
然
慧

も
A
・衆
協
約

諭

せ
ら
る
も
?

中
に
は
似
て
非

な
る
も
の
こ
真
正
な
・
も
の
藷

り
似

て
非

な
る
A
。

義

絶

(娼
ψ。
口
臨
。
』.
。
・・Φ
∩梓・乱

σ
　

・昌

置

肇

暮

春

・　
.

・
旺
　

量

・
鰐

惹
開
放
芸

　
店
舗

(。
℃
.、;
ゴ
・
で
)
・
嚢

・
下
錘

響

の
各
・
を
嚢

・
・
も
・
共

一
例

・
・
て
鶴

組
合
か
雇
主

・
各
々

聾

し
て
董

求
す
る
所

篠

件
に
協
調
せ
し
め
ん
享

る
も

の
其
二
例
な
り
是
葦

共
に
纏

的
に
し
て
決
し

て
企
薯

募

働
誉

の
利
益
を
舞

に
保
持
増
進
す
・
質

に
罪
す
之
に
反
し
て
嗅
正
な
る
合
衆
協
約

(「.
"
T

●

.

■
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農

芳

に
先
金

組
織
せ
ら
れ
馨

蕩

組
合
あ
り
他
方
に
.同
様
充
書

組
織
せ
ら

威

馨

塗

組
合
脅

此
双
方
の
代
表
喬

に
於
て
各
組
禽

豫
蓬

髪

・
規
嬰

は
議
隻

は
委
任
に
本
つ

㎜
き
て
締
結

せ
ら
れ
た
る
労
働
に
關
す

る
協
約
な
り
こ
す
斯

の
如
き
協
約
は
双
方

の
組
合
に
題
す

る
各
個
人
を
、覊
束
.

.

す
る
は
勿
論
に
し
て
各
個
人

の
小
利
を
進
め
て
其
組
合
全
膿

の
大
利
こ
な
し
曹
に
生
産
者
だ
る
勢
働
者
及
ひ
企
業

者
の
全
禮
の
利
金
の
み
な
ら
す
併
せ
て
其
生
霧

の
消
費
喬

・
肚
塞

衆
の
利
益
を
進
む

へ
き
な
り

蓋
し
彼
の
似
て
非
な
各

衆
協
約
鋸

一
の
場
A
・に
於
て
は
利
益
か
雇
主
組
食

偏
箪

・
か
故
に
肚
禽

多

…

誓

占
む
る
蕩

誉

不
利
を
蒙
む
・
へ
請

し
て
之
悸

ふ
雇
主
組
合
の
凋
占
的
地
位
は
消
暑

砦

肚
塞

衆
の
利
毎

も
併
せ
て
吸
牧
す
る
こ
差

か
手

而
し
て
勢
働
者
か
蘂

む
・
所
の
不
利
を
昆

す
る
に
出
て
街

々
勃
獲
す
る
所

の
同
盟
罷
業
は
又
更
に
肚
會
全
般
に
損
署
を
與
ふ
へ
し
而
し
て
似
て
非

な
る
合
衆
協
約

の
第

二
の

場
A.
は
利
益
か
蕩

組
禽

解

す
る
か
整

雇
主
は
そ
れ
丈
利
磐

繋

れ
…

可
い
然
量

れ
は
共
生
.産

物
の
磐

高
め
さ
る
へ
か
ら
・
る
を
以
て
婁

饗

秀

薩

塞

衆

の
不
利
盆
差

・
へ
き
な
畠

是
望

具

…
正
な
。
A
.衆
協
約
審

に
生
産
嚢

・
鶴

重

壁

あ

両
階
級
を
し
て
互
箱

牽
制
し
て
常
軌
を
逸
す
る
こ

…
ご
な
か
ら
し
め
互
に
相
依
頼
し
て
共
同
の
利
盆

を
進
め
し
む
る
の
み
な
ら
す
同
特
に
清
費
者
な

る
肚
會
公
衆

の
利

疲

を
皐

も
の
。
。
は
毫
轟

馨

れ
さ
・
な
芝

馨

ふ
れ
竺

般
婆

誉

繰

・
聖

生
産
高

階
段
.

両

脚
の
如
。
両
脚
に
し
て
響

せ
さ
れ
は
能
血

幹
を
支
へ
て
安
定
な
ら
し
む
る
を
得

へ
き
な
り

然
り
ご
雅

A
・衆
協
約
は
我
國
に
於
て
は
殆
ん
柔

だ
行
は
れ
す
傷

者
棲

馨

し
て
個
人
的
契
約
の
菖

…
に
覆

・
守
欝

慧

剣
例
文
は
警
鐘

規
は
健
全
な
・
蕩

組
合
の
成
妾

妨
け
つ
つ
あ
海

霧

箇窪

窄

論

読

響

的
行
爲
ε
議

的
行
爲
あ

關
係

九̂
)

契

巻

〔第
二
號

二
七
)

一
七
三

9

.,



…

:

論

説

誰

何
爲
ミ
遺
徳
的
行
爲
・、の
關
係
・九
・

災

・

璽

・

・
八
・

・
茜

七
條
。
如
,
は
特
。
撚
り
手

而
・
て
繁

・
如
暮

衆
協
約
・
蕾

行
・
る
＼
庭

於
て
も
往
真

似
て
非
な

一
る
者
を
馨

し
蕩

.争
議
即
ち
同
罷

業
霧

蟹

「
ボ
・
;

こ

等
晟

・
月
・
虻
ハ跡
を
聾

さ
　

目
撃

　鯵

濤

厄購

饗

嚇蟻

灘

饗
蘇

雌鰯

蝿慰

ん
と
主
張
す
嗚
呼
.足
れ
瘤

を
磐

て
屡

に
抗
し
馬
匹
を
辱

て
電
事

事
は
ん
`
す

る
の
類
な
・り
固
よ
り
現

　簸
難

聾
欝
讐

藷
鄭篇
無
熱

瞥
綴
難

器
繕鷺

髭

蚤

産
.結

。四
生
窪

革
　

了

あ
・
從
・
之
・
勢
響

裟

育
生
活
及
・
肇

暴

鷺

如
く
茎

の

舞

及
ひ
其
部
衆

る
小
毒

・
於
・
・
　

畢

・
・
警

観

て
は
国
家
地
方
團
覧

暴

露

私
法
人
の

辞

藝

種籍

欝
譜
羅
讐

鋒

囲い態
羅

撒撚
欝

.

庭
夕
作
り
唯
其

蔀

窪

々
工
場
暴

君

・
企
塗

・
藍

・
・
籍

食

入
・
も
の
あ
り
盛

企
華

の
家

庭
ヒ
は
全
然
分
離
す
る
に
至
り
た
り

斯
。
如
,
縫

。
下
・
於
て
薄

の
奉
公
人
制
度
羅

持
藩

・
罪

播

呆

縁

り
て
魚
を
求
む
る
か
如

.

。
然
,
而
し
て
柴

態
の
下
・
先
・
現
・
岳

・
個
人
畠

契
約
・
畠

・
名
曽

て
其
寒

き
こ
義

に
些

。
る
如
く
委

に
起

る
所
。
似
罪

な
る
合
衆
協
約
・
亦
縛

的
…

生
磐

而
階
聾

に

疲

溝
薯

の
共

同
的
裂

を
進
む
る
暫

に
非

さ
・
こ
ε
前
鷲

和
姦

乏

於
て
は
吾
人
・
懇

・
て
眞
、正
な
る
合
衆
協
約
を

9



…

夢

ぜ
し
む
き

妄

努
ぎ

る
可
奮

す
而
し
て
之
か
方
響

し
て
は
或
は
之
を
麗

し
誉

葉

の
馨

を

…
塵
止
し
或
は
之
を
漿
膓

す
る
新
法
令
を
猴
有
す
る
も
亦
可
収
り
ご
錐
根
本
的
方
策
は
他
な
し
生
溢
者
両
階
級
茸
に

む

　

一
般
肚
會
の
激
育
を
高

め
其
揃
徳
的
井
に
経
済
的
理
想
を
進
め
て
謂
ゆ
る
勢
力
自
由

の
眞
意
義

を
畳
知
せ
し
む
る

一
に
在

る
な
り

「
.

.

、

然
ら
ば
何
を
か
勢
力
自
由
の
眞
意
義
ど
謂
ふ
乎
曰
く
勢
力
自
由
は
肚
會
進
化
の
産
物
に
し
て
更
に

一
層
肚
會
を

む

む

　

ロ

進
ル
せ
し
む
る
所
の
積
極
的
大
勢
力
に
し
て
卒
等
巴
責
任
ご
の
二
條
件

の
下
に
繋

か
る
者
な
り
季
等
な
き
の
自
由

ラ

ラ

.

は
張
者

の
歴
制
な
り
責
任
な
き

の
自
由
は
放
縦
な
り
共

に
眞

の
自
由

に
非

す
平
等

に
1
法
観
上

の
否
等
あ
り
2
饑

く

く

.

會
均
等
あ
り
3
封
手
方
問
の
關
係
的
平
等
あ
り
責
任
に
各
個
人
相
樹
間
の
責
任
あ
り
各
個
人
か
肚
會
に
封
ず
る
貢

ぐ

任
あ
り
前
者
よ
り
は

一
層
後
者
を
重
要
ご
す
即
ち
企
業
者

は
其
勢
働
者
に
…謝
し
文
勢
働
者
は
其
企
業
者

に
封
レ
て

.

責
任
あ
る
の
み
な
ら
す
彼
等
は
更
に
祉
會
公
衆
に
甥
し
て

】
暦
重
大
な
る
責
任
あ
り
帥

ち
私
盆

の
爲
忙
公
益

を
密
[

せ
さ
る
の
責
任
を
清
し
及
ひ
場
合
に
由
り
て
は
公
益

の
爲
.に
は
私
盆
を
犠
牲

に
供
す
る
の
責
任
を
有
す
此
孕
等
ご

責
任
こ
の
基
.礎
の
上
に
立

つ
所

の
自
由
を
真
正
な
る
勢
力
自
由

と
謂
ふ
な
り
荷
も
世

の
企
業
者
に
.し
て
此
眞
自
由

を
　覚
知
せ
は
勢
働
・者
を
虐
遇
酷
使
す
る
か
如
き
事
は
其
跡
を
絶
ち
産
業
上
に
於
け

る
私
的
濁
占
に
由
り
て
肚
會
公

…
衆

の
利
益

を
吸
牧
す
る
か
如
き
事
は
無
か
る
へ
く
叉
世

の
労
働
者
に
し
て
此
眞
自
由
を
理
解
せ
は
同
盟
罷
業
其
他

…
の
勢
働
争
議
は
之
を
未
然
に
防
く
を
得
て
現
時

の
肚
會
問
題
は
容
易
に
解
決
せ
ら
る
へ
く
而
し
て
肚
會
公
衆
か
総

て
此
眞
自
由
を
曾
得
せ
は
縦
令
肚
會

の

一
部
に
企
業
圭
封
勢
働
者

の
争
議
あ
る
場
合
叉
は
両
生
産
階
級
か
荷
台
比一

…
周

し
て
消
費
者

の
利
益

を
害

す

る
虞

あ

る
如

き
場

合
に
於

て
之

を
和
解
矯

正
す
る
を
得

へ
き

な
り

「

…
論

眈

纒
済
的
行
爲
ピ
慰
徳
的
行
爲
ε
の
關
係
(九
)

第
八
巻
.
(第
二
號

二
九
)

一
七
五

¶



説

紹
濟
的
行
尉
ピ
溢
徳
的
行

ピ
の
關
係
(九
)

第
八
巻

〔第
二
號

三
〇
)

一
七
六

抑

も
勢
働

者

ご
企
業
者

ε
か
相
互
間

に
責
任

を
威

し
叉

両
者

か
各

々
肚

會

に
射

し
て
責

任
を
威

す

る
所

以

は
人

む

　

性

に
固
有
な
る
夏
.沿
の
獲
動
に
水

つ
く
も
の
な
り
此
良
心
を
扶
液
獲
達
せ
し
む
る
も
の
は
轍
育

の
力
に
頼
ら
さ
る

一
〇

。

。

ぐ

。

o

o

り

…

可
か
ら
す
而

し
て
謂
ゆ
る
敏
育

な
る
者
は
必
ず
し
も
帝
　に
學
校
激
育
を
指
す
の
み
な
ら
す
就
會
教
育
も
亦
與
か
り

て
大
に
力
あ

る
を
知
ら
さ
る
へ
か
ら
す
學
校
激
育
も
亦
廣
義

の
肚
會
敏
育
に
属
す
れ
ご
も
學
校
敏
育

に
謝
し
て
肚

む

む

む

む

　

　

む

む

　

　

含
漱
育
ご
稠
す
る
ε
き
は
吾
人
を
園
続
す
る
肚
會

の
簿
統
的
又
は
開
獲
的
美
風
善
俗

の
如
き
は
即
ち
是
な
り
例

へ一

.

は
最
近

の
大
戦
齪
に
由
り
て
交
戦
國
晟
間
に
級
揮
し
た
る
異
常

な
る
勤
勉
節
約
義
勇
奉
公

の
精
神
は
其

…
宇
は
肚

會

の
開
獲
的
美
風
ε
構
す

へ
ぐ
而
し
て
其
時
に
二
三
の
國
k
於
て
顯
著

な
る
は
亦
之
を
其
傳
統
的
善
俗

に
蹄

せ
さ

一
る
を
得

さ
る
な
り

夫
れ
俄
に
熱
す
る
物
は
冷
め
易
し
夫

の
偶
然

の
事
件
に
由
り
て

}
時
起
ヴ
だ
る
開
獲
的
美
風
は
蕾
に
永
纏
せ
さ

る
の
み
な
ら
す
往

々
忌
む

へ
き
反
動
を
惹
起
す
る
こ
ご
あ
り
戦
勝
団
員
か
驕
奢
遊
惰
汚
行
敗
徳
に
堕
落
し
な
る
者

古
家
典
例
に
乏
し
か
ら
す
純
然
な
る
経
済
的
専
管
に
就
て
之
を
見

る
も
輓
近
交
明
諸
國
間

に
於
て
問
歌
的
に
起

る

所

の
産
業
危
機
若
く
は
恐
慌

の
歴
史

は
亦
人
類
同

一
の
弱
黙
を
謹
明
す
彼
等
は

一
朝
産
業
危
機
に
遭
ふ
ご
き
は
恐

.

催
し
戒
慎
し
節
約
し
忍
耐
す
危
機
既

に
去

り
商
況
漸
く
恢
復
す
る
や
五
七
年
な
ら
す
し
て
曩
日

の
事
は
恰
も
喉
を

過
く

る
熱
汁

の
如
く
忘
却
し
去
り
競
ふ
て
事
業
を
膨
脹
↓
て
其
力
を
量
ら
す
信
用
を
過
度
に
使
用
し
て
其
基
礎

を

一
息
る
N
あ
り
而
し
て
共
切
は
財
界
の
景
氣
活
溌
に
し
て
彼
等
の
投
機
心
を
鼓
舞
す
る
こ
ご
愈
著
し
く
謂
駆
る
素
人

筋

の
多
数
も
亦
知
ら
季
知
ら
す
此
渦
中
に
巻
き
込
め
ら
れ
株
式
企
業

の
濫
興
ε
な
り
定
期
取
引

の
悪
用
蓬
な
り
其

π弊
の
窮
ま
る
所
は
終
に
復
産
業
ム地
機
即
ち
恐
慌
を
惹
起
す
る
に
至
る

¶



産

業
危
肇

の
著
奏

・
ト
・
氏
は
産
業
危
螢

國
に
由
り
て
欝

の
度
を
異
に
す
る
を
論
じ
其
佛
國
に
於
て

轡

て
緩
な
り
し
理
由
婁

け
差

の
四
為

せ
り

・

一一
、
國
民

の
非

常

に
植即
納

な

る
こ
ε

　

二
、
土
地
所
有
警

小
屡

に
分
究

中
地
主
の
多
誓

書
む
る
こ
と

三
、
破
産
法
の
厳
密
な
る
こ
ε

む

む

む

む

四

.
商
業

道
徳

の
程
度

高
き

こ
ε

.

む

む

む

む

む

氏
髭

第
四
を
説
明
し
て
日
嵩

傳
驚

風
箆

由
る
か
婆

藩

の
蕃

が
に
由
る
か
は
智

さ
襲

も
佛
國

に

於
て
は
高
き
瑳

の
肇

道
徳

(σ・・…
傷

・δ
　

巳

行
は
・
例
へ
は
子
は
萎

の
負
債
を
養

せ
奮

し
て

多
年
辛
苦
し
公
謹
人
は
其
從
來
私
交
な
高

僚
の
監
守
金
叢

鋳

し
霧

圭

を
辨
償
す
る
藁

せ
さ
る
行
爲

は
国
民

の
物
質

的
繁
榮

の
上
に
敷

果

を
及

ほ
さ
す
し

て
は
止
ま

さ
る

へ
き
程
度

の
正
直

(葺

慮
・ぞ

)
及

ひ
職
務

從

順

(∩
。
一5
℃
一「㊤
コ
。。
、.、喜

び
.一・。博器
・。。・
。
箋

鳴
陸凶8
。・
)
を
示

牛
も

の
に
非

す

や
佛
國
民

は

兵
士

ご
し
て
は
戦
場

に
奮
進

す

蓄
を
以
て
講

な
・
に
財
務
箋

は
纂

吝

し
て
は
保
守
妻

の
方
針
を
執
藁

糶

る
を
見
る
は
奇
と
謂
ふ

…
呵
し
然
慧

も
是
れ
毒

な
皇

≒

』

…

言

・
・　

…

塗

・冒
・
邑

。:

§

隠

℃
-も
)

余
は
本
節
に
於

て
は
詳
か
に
産
業
危
機
の
問
題
を
各
国
各
時
代
に
亘
り
て
説
明
す
る
の
逗
な
く
且
斯
く
す

る
事

.

の
鹸
り
に
労
径
に
深
入
す
る
の
嫌
あ
る
を
恐
れ
て
藪
に
は
唯
國
民
博
統
釣
書
俗
か
如
何
に
産
業
危
機
を
緩
ふ
し
且

.

之
を
豫
防

ず
る
の
功
あ
る
か
の

一
斑
を
示
す
に
止
む

へ
し

之
を
要
す
る
に
輓
近
交
明
藷

民

に
間
歇
的
に
起

る
所
の
産
業
危
機
は
本
節

の
首
に
説
明
し
た
る
所
の
大
規
模

論

説

慧

的
行
爲
垂

穂
的
行
啓

の
關
係

九̂
)

.

菱

巻

(第
二
號

三

)

宅

七

「

¶



一
論

説

鍾
濟
的
行
爲
亡
道
徳
的
有
爵
こ
の
關
係
(九
)

第
八
巻

(第
二
號

三
二
)

一
七
人

な
る
商
品
生
産
ご
密
接

の
關
係
あ
り
夫

の
自
給
生
産

の
時
代
に
於
て
は
産
業
危
機
は
固
よ
り
有
り
得

へ
か
ら
す
而

…
し
て
註
文
生
産

の
時
代
に
於
て
は
唯
純
ら
凶
漱
疫
癘
戦
争
等

の
天
災
時
愛
に
原

つ
く
所
の
恐
慌
あ
る
に
止
ま
り
現

害

意
謄

於
け
る
産
蒲

欝

ち
生
産
過
剰
又
は
投
資
過
多
の
和
臭

魚
雷

る
暫

も
の
は
大
規
模
な
る
商

一
品
生
産

の
時
代
に
於

て
の
み
之
を
實
現
す

へ
き
な
り
而
し
て
此
時
代
に
於
て
は
謂
ゆ
る
勢
力

の
自
由
は
益
々
盛
に

　雲

で

饒

・
嘉

皐

総

述
芸

所
・
如
勧

上
裂

せ
る
三
大
鷲

ち
n
大
規
繋

る
産
品
生
鶉

勢

　
　

く

じ

…
力
の
自
由
律
産
業
危
機
の
何
れ
に
裁
て
之
を
見

る
も
道
徳

こ
経
済

こ
の
關
係

の
密
接
な
る
恰
も
幹
根
心
身

の
如
き

…
あ
ヴ
學
者
往
々
純
正
経
済
的
に
此
等
を
論
究
す

へ
し
ε
主
張
す
嗚
呼
是
れ
枯
木
は
木
に
非

す
死
人
は
人
に
非

さ
る一

一
を
知

ら
さ

る
者
に
非

ず
や

(出
小
売

)

「


